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た
。
両
研
究
機
関
の
人
的
交

流
や
研
究
交
流
に
つ
い
て
定

め
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

日
越
両
研
究
機
関
の
緊
密
な

協
力
が
期
待
さ
れ
る
。

　
昨
年
10
月
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
の

ダ
ン
・
ス
ア
ン
・
タ
イ
ン
副

院
長
ら
５
人
が
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
問
し
た
際
、
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｓ
と
本
学
社
会
科
学
研
究

所
と
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
再
締
結
、

な
ら
び
に
日
越
外
交
関
係
樹

立
50
周
年
を
記
念
し
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催
に
つ

い
て
の
打
診
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
受
け
社
会
科
学
研
究
所

は
基
本
合
意
書
を
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ

に
送
付
し
て
い
た
。

　
３
月
14
日
に
は
ロ
ン
所
長

代
理
ら
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
問
し
、
大
矢
根
所
長
に

協
定
文
書
を
手
渡
し
た
。

　
２
０
２
２
年
度

自
己
点
検
・
評
価

に
関
す
る
外
部
評

価
委
員
会
が
３
月

14
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。

　
外
部
評
価
委
員

会
は
、
20
年
度
に

「
本
学
に
お
け
る

内
部
質
保
証
シ
ス

テ
ム
の
客
観
性
及

び
妥
当
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
」
を

目
的
に
設
置
。
毎

年
度
、「
自
己
点
検
・
評
価
報

告
書
」
な
ど
に
基
づ
き
、
多

様
な
見
地
か
ら
専
修
大
学
の

教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
活

動
等
に
つ
い
て
評
価
を
行

い
、「
外
部
評
価
報
告
書
」
と

し
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
書
面
開
催
と
な

っ
て
い
た
が
22
年
度
は
初
め

て
対
面
で
開
催
さ
れ
た
。

　
委
員
長
の
佐
々
木
重
人
学

長
は
「
委
員
よ
り
頂
戴
し
た

忌
憚
の
な
い
意
見
を
基
に
、

　
東
京
都
が
都
内
の
大
学
研

究
者
か
ら
事
業
提
案
を
募
集

し
、
都
の
施
策
に
反
映
さ
せ

る
事
業
提
案
制
度
に
、
商
学

部
の
渡
辺
達
朗
教
授
が
立
案

し
た
「
子
ど
も
へ
の
食
品
寄

贈
事
業
」
が
採
択
さ
れ
た
。

２
０
２
３
年
度
か
ら
３
年

間
、
実
施
さ
れ
る
。

　
都
は
、
都
内
の
大
学
に
集

積
さ
れ
て
い
る
知
を
施
策
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

大
学
研
究
者
に
よ
る
事
業
提

案
制
度
を
行
っ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
な
ど
で

５
件
が
選
定
さ
れ
、
23
年
度

予
算
に
反
映
さ
れ
た
。

　
渡
辺
教
授
の
提
案
は
、

日
々
の
食
事
に
苦
労
す
る
子

ど
も
た
ち
が
い
る
一
方
で
、

や
む
な
く
捨
て
ら
れ
る
食
品

が
あ
る
現
状
を
鑑
み
、
安
心

し
て
食
品
が
寄
贈
で
き
る
支

援
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
う
。
具

体
的
に
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

や
子
ど
も
食
堂
な
ど
寄
贈
を

受
け
る
側
と
企
業
や
自
治
体

な
ど
寄
贈
す
る
側
、
双
方
へ

の
調
査
や
実
証
実
験
な
ど
を

行
い
、
食
品
寄
贈
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

官
民
連
携
に
よ
る
食
品
寄
贈

に
関
す
る
認
証
機
関
の
設
置

を
目
指
す
。

　
渡
辺
教
授
は
「
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
や
企
業
が
持
っ
て
い

る
知
見
を
ま
と
め
、
食
品
寄

贈
が
持
続
可
能
な
取
り
組
み

に
な
る
よ
う
な
仕
組
み
や
ル

ー
ル
を
作
り
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　
本
学
は
３
月
10
〜
12
日
、

福
島
県
白
河
市
と
共
催
で
、

企
画
展
「
岩
淵
悦
太
郎
収
集

の
貴
重
古
典
籍
」
を
白
河
市

図
書
館
「
り
ぶ
ら
ん
」
で
開

催
し
た
。
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
部
日
本
語
学
科

所
蔵
の
貴
重
古
典
籍
を
展

示
。
11
日
に
は
、「
白
河
か
ら

始
ま
る
日
本
語
研
究
」
と
題

し
て
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
た
。
校
友
会
福

島
県
連
合
会
、
育
友
会
福
島

（
中
通
り
）
支
部
の
後
援
。

　
岩
淵
悦
太
郎
（
１
９
０
５

〜
78
年
）
は
白
河
出
身
の
日

本
語
学
者
。
専
門
は
日
本
語

の
音
の
変
化
の
歴
史
（
音
韻

史
）
で
、
関
連
す
る
膨
大
な

古
典
籍
を
残
し
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
岩
淵

が
集
め
た
貴
重
古
典
籍
の
中

か
ら
８
点
を
紹
介
。
こ
の
う

ち
奈
良
時
代
の
古
写
経
に
は

平
安
時
代
の
読
み
方
の
書
き

入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
斎

藤
達
哉
教
授
は
講
演
で
岩
淵

の
業
績
と
展
示
資
料
に
つ
い

て
紹
介
。「
古
典
籍
の
書
き
込

み
か
ら
、
過
去
の
日
本
語
の

音
が
分
か
る
」と
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
丸
山
岳
彦
教
授
は

白
河
方
言
の
特
徴
や
、
岩
淵

が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
た
国

立
国
語
研
究
所
に
よ
る
大
規

模
な
言
語
調
査
「
白
河
調

査
」
（
49
年
）
の
詳
細
に
つ

い
て
語
っ
た
。
丸
山
教
授
は

「
言
葉
を
人
間
生
活
の
中
で

行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
捉

斎
藤
達
哉
教
授
に

吉
川
博
士
記
念
賞

　
斎
藤
達
哉
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
が
、

國
學
院
大
學
の
吉
川
博
士
記

念
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
賞
は
、
元
國
學
院
大
學

長
で
国
語
審
議
会
委
員
、
角

川
文
化
振
興
財
団
理
事
長
を

務
め
た
、
故
・
吉
川
泰
雄
博

士
の
学
績
を
記
念
し
、
国
語

学
に
関
す
る
優
秀
な
研
究
業

績
を
単
著
と
し
て
出
版
し
た

研
究
者
に
贈
ら
れ
る
も
の
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
著
書

『
国
語
仮
名
表
記
史
の
研

究
』（
武
蔵
野
書
院
、
２
０

２
１
年
）
の
中
で
仮
名
資
料

の
諸
伝
本
に
お
け
る
仮
名
・

漢
字
の
使
用
状
況
や
、
同
音

異
体
仮
名
の
位
置
に
よ
る
使

い
分
け
な
ど
を
解
明
し
て
お

り
、
文
字
・
表
記
史
の
研
究

の
新
境
地
を
開
い
た
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。
授
賞
式

は
、
３
月
20
日
、
國
學
院
大

學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
。

　
斎
藤
教
授
は
日
本
語
の
音

韻
史
、
文
字
・
表
記
史
が
専

門
。

　
３
月
14
日
、
社
会
科
学
研

究
所
の
大
矢
根
淳
所
長
（
人

間
科
学
部
教
授
）
に
、
ベ
ト

ナ
ム
社
会
科
学
院
・
東
北
ア

ジ
ア
研
究
所
（
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
／

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
の
チ
ャ
ン
・
ホ

ア
ン
・
ロ
ン
所
長
代
理
か
ら

国
際
交
流
組
織
間
協
定
書

（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
が
手
渡
さ
れ

　
専
修
大
学
名
誉
教
授
称
号

記
授
与
式
が
４
月
１
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。
佐
々
木
重
人
学
長
、
松

木
健
一
理
事
長
、
日
髙
義
博

総
長
ら
が
列
席
し
、
８
氏
に

名
誉
教
授
称
号
記
が
授
与
さ

れ
た
。

◇
　
　
◇

堀
江
洋
文
元
経
済
学
部
教
授

白
藤
博
行
元
法
学
部
教
授

渥
美
幸
雄
元
経
営
学
部
教
授

中
野
育
男
元
商
学
部
教
授

船
木
亨
元
文
学
部
教
授

江
原
淳
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
教
授

吉
田
弘
道
元
人
間
科
学
部
教

授渡
部
重
行
元
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授

川
嶋
氏
に
学
位
授
与

　
３
月
28
日
、
専
修
大
学
か

ら
博
士
の
学
位
が
授
与
さ

れ
た
。
（
氏
名
に
続
き
、
現

職
、
学
位
の
種
類
、
学
位
請

求
論
文
名
）

川
嶋
　
正
士
氏

　
日
本
大

学
工
学
部
・

大
学
院
総

合
社
会
情

報
研
究
科
教
授
、
博
士
（
文

学
）、「
５
文
型
の
史
的
研
究

｜
｜
統
語
分
析
が
誕
生
し
て

か
ら
文
の
公
式
が
提
唱
さ
れ

る
ま
で
」

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
拠
点

（
研
究
代
表
者
‥
嶋
根
克
己

人
間
科
学
部
教
授
）
は
２
月

３
〜
５
日
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。
情
報
・

シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
共
同
利
用
基
盤

施
設
社
会
デ
ー
タ
構
造
化
セ

ン
タ
ー
と
の
共
催
。
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
を
メ
イ
ン
会
場
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施

し
た
。
日
本
、
タ
イ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓

国
、
台
湾
の
研
究
者
43
人
が

参
加
し
た
。

　
３
、
４
日
に
は
、
同
研
究

拠
点
の
研
究
計
画
実
施
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が

実
施
さ
れ
た
。

　
５
日
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
第
１
部
で
は
、
危
機
に

お
け
る
主
体
的
な
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
回
復
力
）
に
関
す
る

二
つ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。
日
本
・

ベ
ト
ナ
ム
合
同
チ
ー
ム
が
在

日
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
チ
ー
ム
が
統

合
失
調
症
の
人
と
そ
の
介
護

者
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
と

な
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
日
本
チ
ー

ム
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ

を
使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査

時
の
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働

者
の
日
本
で
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
紹
介
す
る
写
真
を
展
示

し
、
参
加
し
た
研
究
者
た
ち

の
関
心
を
集
め
た
。

　
同
研
究
拠
点
の
金
井
雅
之

人
間
科
学
部
教
授
は
「
10
年

近
く
続
い
て
い
る
国
際
共
同

研
究
に
お
い
て
、
と
り
ま
と

め
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
研

究
テ
ー
マ
と
、
こ
れ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
研
究
テ
ー
マ

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ

せ
た
、
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
な
っ
た
」
と
３
日
間

の
総
括
を
述
べ
た
。

就
職
だ
よ
り

〈
４
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
も
選
考
活
動
が
活
発
に
な

り
、
い
よ
い
よ
佳
境
を
迎
え

る
頃
か
と
思
い
ま
す
。
思
う

よ
う
に
選
考
に
通
過
し
な
い

場
合
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
課
の
相
談
を
活
用
し
て
、

提
出
書
類
や
面
接
の
内
容
を

一
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
焦
り
や
不
安
が
あ
る
と

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ど
ん
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

引
き
続
き
悪
質
な
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
や
就
活
塾
に
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
３
年
次
生
へ
〉
就
職
ガ

イ

ダ

ン

ス

を

４

月

21
日

（
金
）、
22
日
（
土
）
に
オ

小
池
百
合
子
都
知
事
（
左
）
と
渡
辺
教
授

２
月
７
日

方言や言語調査について語る松木理事長、鈴木市長、

丸山教授（右から）、斎藤教授（奥右側）

え
、
社
会
で
の
言
語
生
活
の

実
態
を
初
め
て
明
ら
か
に
し

た
」
と
調
査
の
意
義
を
説
明

し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
同
市
出
身
の

松
木
健
一
理
事
長
、
鈴
木
和

夫
市
長
、
丸
山
教
授
、
斎
藤

教
授
が
白
河
方
言
な
ど
に
つ

い
て
縦
横
に
語
っ
た
。
松
木

理
事
長
は
「
言
葉
の
背
景
に

は
、
人
々
の
営
み
、
人
間
関

係
の
奥
深
さ
が
あ
る
」
と
語

り
、
鈴
木
市
長
は
「
言
葉
の

数
だ
け
文
化
が
あ
る
。
地
域

が
育
ん
だ
方
言
こ
そ
、
自
分

た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
だ
」
と
ま
と
め
た
。

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
す
。

内
容
は
「
か
ん
た
ん
解
説
‼

30
分
で
不
安
解
消
‼

就
活

入
門
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

就
職
活
動
に
必
要
と
な
る
重

要
な
事
項
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。
詳
細
は
、
ｉ

ｎ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
り
一
層
、
教
育
・
研
究
活

動
や
社
会
貢
献
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
」
と

語
っ
た
。

８氏に名誉教授称号

授与式に出席した５氏と佐々木学長、松木理事長、日髙総長ら外部評価委員会を開催

アジアの研究者招き国際シンポジウム

社会知性開発研究センター／ソーシャル・ウェルビーイング研究拠点

商
・
渡
辺
達
朗
教
授

東
京
都
の
事
業
提
案
制
度
に
採
択

子
ど
も
へ
の
食
品
寄
贈
事
業
を
立
案

ロン所長代理（左）からＭＯＵを

受け取る大矢根所長

金
井
教
授
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

白河から始まる日本語研究

市と共催 企画展と講演会

ＭＯＵを再締結

社会科学研究所

ベトナム社会科学院東北アジア研究所
×




